
つながる教育・つなげよう実践 ０９２４ めざせ自律学習 

家庭学習の習慣化をめざして 

 錦町の小中学校では、家庭学習の習慣化をめざして保護者向けの啓発資料を作成していま

す。学級通信の裏に印刷したり、学期初めに配付したりするなどの周知をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 なぜ、家庭学習（自律学習含）が大切なのでしょうか。 

 

１ 学習指導要領 

① 改訂の趣旨（まえがき） 

   子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に  

育成する 

 ② 改訂の経緯 

   子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくこ

とや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新

たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築すること 

 ③ 確かな学力（第１章第１の２の (1)） 

  ア 家庭との連携を図りながら，児童の学習習慣が確立するよう配慮すること 

  イ 小学校教育の早い段階で学習習慣を確立することは，その後の生涯にわたる学習

に影響する極めて重要な課題であることから，家庭との連携を図りながら，宿題や

予習・復習など家庭での学習課題を適切に課したり，発達の段階に応じた学習計画

の立て方や学び方を促したりするなど家庭学習も視野に入れた指導を行う 



つながる教育・つなげよう実践 ０９２４ めざせ自律学習 

２ 学校教育法第 30条第２項 

  小学校教育の実施に当たって、「生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な

知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思

考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うこ

とに、特に意を用いなければならない」と規定 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベネッセ教育総合研究所 小中学生の学びに関する調査報告書より 

 

重点取組の参考指標と「『熊本の学び』アクションプロジェクト」に関する質問項目 

         勉強するときは、自分で計画を立てていますか。 

 「いつも立てている」＋「だいたい立てている」の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分で計画を立てる習慣】 

本校は県平均より上位の状

況にあります。 
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つながる教育・つなげよう実践 ０９２４ めざせ自律学習 

おまけ 

小学生が家庭学習でするべき勉強の内容（保護者向け） 

※ 懇談会などで活用 

 

（１）低学年（１年生・２年生） 

   小学校低学年は、学習自体に新鮮さを感じている段階です。また目に映るもの、聞

こえるもの、あらゆる方向に興味をもっているため、この好奇心に寄り添うようなサ

ポートをするとよいでしょう。 

   教科に関わらず、お子さまの「知っている」を増やしてあげてください。授業で答

えることができると、自尊心が満たされ、勉強を楽しく感じられるようになります。

しかし注意が必要な点は、逆に知りすぎてしまうこと。授業そのものがつまらなくな

ってしまうため、予習はやりすぎないように注意するようにしましょう。 

 

（２）中学年（３年生・４年生） 

   中学年になると、社会や理科の学習が始まり「覚える項目」が増えていきます。机

上の勉強だけでは興味をもちにくく、なかなか覚えられないことから授業もつらく感

じるお子さまも出てくるでしょう。日常的に、錦町図書館へ行く、家庭菜園を行うな

ど、体験を通して理解していける環境をサポートすることも大切です。 

   また、算数も新しい分野が増え、抽象的な問題が多くなってきます。この年代で、

算数が苦手分野になってくるお子さまも多いようです。買い物やケーキの切り分けな

ど、生活に近いところで分かりやすく伝えていくことで、勉強に結びつけて考えられ

るようになります。 

 

（３）高学年（５年生・６年生） 

   中学生になる前の小学校高学年の時期は、親も子どもの学習状況にセンシティブに

なりやすい時期です。同時に小学校での学習内容も一段と難しくなり、得意・不得意な

科目がはっきりします。応用力が必要な学習内容が多くなり、特に算数で前に進めなく

なる子どもも増えていきます。具体的な解決方法を教えながら、自分の力で解く道筋を

つけてあげるとよいでしょう。 

   小学校高学年は自我がはっきりする時期でもあり、親の

意見を素直に受け入れない場面も出てくるかもしれませ

ん。その場合には第三者を介して、学びの場を提供するこ

とも視野にいれてみてください。 

 

 


